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日
本
水
難
救
難
会
小
平
救
難
所
（
三
浦
敏

二
所
長
）
の
出
初
め
式
が
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
所
員
36
人
の
ほ
か
、
関
係
者

ら
が
海
難
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
て
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
道
知
事
表
彰
、
日
本
水
難
救
済

会
表
彰
、小
平
救
難
所
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
辞
で
三
浦
敏
二
所
長
が
「
昨
年

は
町
民
が
か
か
わ
る
海
難
事
故
の
発
生
は
な

か
っ
た
が
、
無
理
な
操
業
は
慎
み
、
よ
り
一
層

啓
蒙
活
動
を
推
進
し
よ
う
」
と
述
べ
た
ほ
か
、

町
、
町
議
会
、
留
萌
海
上
保
安
部
や
留
萌
警

察
署
、新
星
マ
リ
ン
漁
業
協
同
組
合
の
来
賓
が
、

海
難
事
故
防
止
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

１Ｉ７
海難事故
ゼロへ

小平救難所
出初め式

　

留
萌
消
防
組
合
消
防
署
小
平
消
防
団
の

出
初
め
式
が
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
消
防
職
員
や
団
員
、
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
員
ら
関
係
者
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
観
閲

式
で
は
、
消
防
車
両
９
台
と
と
も
に
全
団

員
と
ク
ラ
ブ
員
が
整
列
。
留
萌
消
防
組
合

副
管
理
者
の
横
濱
町
長
、
五
十
嵐
消
防
団

長
、
関
係
者
ら
が
部
隊
観
閲
を
行
い
ま
し

た
。

　

続
い
て
同
セ
ン
タ
ー
内
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
は
、
団
員
23
人
に
道
知
事
表
彰
、

道
消
防
協
会
会
長
表
彰
な
ど
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

１Ｉ８
防災の誓い
新たに

小平消防団
出初め式

　

海
上
安
全
と
大
漁
を
願
う
鬼
鹿
、
臼
谷

両
地
区
の
大
漁
祈
願
祭
が
、
鬼
鹿
公
民
館
、

臼
谷
福
祉
会
館
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
漁

業
関
係
者
や
来
賓
ら
が
安
全
操
業
へ
の
誓

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

新
星
マ
リ
ン
漁
業
協
同
組
合
鬼
鹿
地
区

実
行
組
合
（
鳴
海
秀
紀
組
合
長
）
の
祈
願

祭
で
は
、
組
合
員
ほ
か
青
年
部
、
婦
人
部
、

来
賓
ら
約
60
人
が
出
席
し
、
一
人
ひ
と
り

が
神
前
に
玉
ぐ
し
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

同
組
合
臼
谷
地
区
実
行
組
合
（
萬
谷
秀

實
組
合
長
）
の
祈
願
祭
に
は
、
約
70
人
が

出
席
し
、
鬼
鹿
地
区
同
様
、
一
年
の
豊
漁

と
安
全
操
業
を
祈
願
し
ま
し
た
。

１Ｉ１１
安全操業と
豊漁を願う

鬼鹿・臼谷地区
大漁祈願祭

　

米
粉
を
使
っ
た
ピ
ザ
・
パ
ン
づ
く
り
教

室
が
町
都
市
農
村
交
流
施
設
「
ゆ
う
ゆ
う

そ
う
」
で
開
か
れ
、
主
婦
や
小
学
生
合
わ

せ
て
９
人
が
参
加
し
て
、
生
地
作
り
か
ら

焼
き
上
げ
ま
で
の
調
理
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
講
師
を
務
め
た
同
施
設
職
員

の
指
導
に
よ
り
、「
ピ
ザ
」「
パ
ン
」「
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
」
の
３
品
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

完
成
後
に
は
試
食
も
行
わ
れ
、
参
加
者

か
ら
は
「
も
ち
も
ち
感
が
あ
っ
て
お
い
し

い
」
な
ど
の
声
が
上
が
り
、
出
来
立
て
の

米
粉
料
理
に
大
満
足
の
よ
う
で
し
た
。

１Ｉ１７
米粉料理を
体験

米粉を使ったピザ
・パンづくり教室米粉を使った料理に挑戦する参加者

海難事故防止の誓いを新たにした
小平救難所出初め式

表彰の伝達を受ける小平消防団員

豊漁と安全操業を願った鬼鹿地区大漁祈願祭


